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桜 島 の概要

・面積77㎢、周囲55ｋｍ
・人口約5,000人

一日８３往復
24時間運航
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豊富な温泉

錦江湾に浮かぶ
雄大な桜島

桜 島 の 恵み



桜島小みかん
世界で一番小さいみかん

桜島の恵み

桜 島 大 根
世界で一番大きな大根

２０１３年８月１８日爆発

（提供：大隅河川国道事務所）

桜島南側からの画像



桜島の爆発、噴煙の状況

2013年8月18日の爆発
噴煙は火口から5,000ｍ
まで上がった。

市街地に向かう火山灰

鹿児島地方気象台資料

鹿児島地方気象台資料

散水車

降灰除去事業（道路降灰）

ロードスイーパー

・ロードスイーパーで道路の降灰を除去した後に、散水車が
灰を洗い流す。

・１回の降灰を３日以内に除去する。



市政広報番組「市民のひろば」 平成23年8月28日

・克灰袋を出す場所
・市内に約６,４００箇所
・市が収集、処分

・宅地内の降灰を入れる袋
・市が無料で配布

降灰除去事業（宅地降灰）



桜島の火山活動〔大正噴火：1914年1月12日〕

◇火山灰はカムチャッカ半島
まで達した。

◇５８名の死者・行方不明者
が発生

◇桜島と大隅半島が陸続きに
なる。

（鹿児島県立博物館資料）

（鹿児島県立博物館資料）

桜島の火山活動〔年間爆発回数・降灰量の推移〕

・2010年は896回,2011年は996回,2012年は885回の爆発
回数を記録

・総降灰量は1985年の５分の１程度

2012年 885回

2010年 896回

2011年 996回

1970 1975        1980    1985       1990     1995        2000         2005      2010



桜島火山ハザードマップ①

桜島火山ハザードマップ②



避難港（２２港） 退避舎（２０港） 退避壕（３２箇所）

避難用施設（避難港、退避舎、退避壕）

桜島火山爆発対策総合防災訓練

平成２４年度訓練

【参加機関】１４９機関

【参加人数】約４,５００人

【訓練種目】６１種目
島外避難訓練、避難誘導訓練
炊飯支援訓練、津波避難訓練等

大正３年１月１２日に起きた大正噴火を教訓に、
毎年１月１２日に実施



避難訓練（桜島爆発総合防災訓練）

徒歩で避難港へ

桜島フェリーで島外避難

緊急医療訓練

消防隊による救助訓練

救助、医療訓練（桜島火山爆発総合防災訓練）



桜島火山活動観測体制

京都大学火山活動研究センター
桜島観測坑道に設置された
・水管傾斜計
・伸縮計

観測坑道伸縮計データ

膨張、隆起

爆発後収縮



・防災行政無線、消防車両で噴石などへの警戒を

呼びかけ

非常時には、防災行政無線の
屋外拡声器や各家庭に配備
された戸別受信機により、広
報を行います。

戸別受信機

火山情報の伝達

住民の防災意識啓発
地区別防災研修会

巡回防災寺子屋

毎年、地域の住民に防災 （桜島）
に関する研修を実施

過去の火山災害を若い世代
に伝承していく。



その他の防災対策

○自主防災組織育成

○災害時要援護者避難支援

○災害時相互応援協定

○民間事業者との協定

○放送要請に関する協定

など
要援護者の避難の様子

自主防災組織の訓練風景

桜島大正噴火１００周年事業

IAVCEI2013年学術総会
（2013.7.20～7.24）





ご清聴ありがとうございました。

鹿児島にぜひおいでください。


